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令和６年１月２５日（木）第２８１号 

 

謹賀新年 令和６年元旦

明 け ま し て お め で と う

ございます。 

２ ０ ２ ４ 年 が 、 会 員 の

皆 さ ん に と っ て 平 和 で 、

幸 せ が も た ら さ れ る １ 年

と な る こ と を 祈 念 し て い

ます。 

さ て 、 ２ ０ ２ ３ 年 が 私
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新年のご挨拶 会長 竹下
たけした

義樹
よ し き

 

【写真】竹下義樹 会長 
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たちにとってどういう年だったでしょうか。振り返っ

てみたいと思います。 

まずは、福祉が前進したと言えるかどうかです。ま

だ、皆さんと十分な意見交換ができていないかもしれ

ませんが、私なりには少しずつ社会が進歩し、視覚障

害者にとっても住みやすい、社会が前進した１年だっ

たと思っています。 

一 方 で 、 逆 行 す る よ う な 動 き も い く つ か あ り ま し

た。駅の無人化を含め、踏切やホームでの事故など、

我々にとって嫌なこと、大変なこともありましたけれ

ども、少しずつ、我々の声も国に届き、社会を動かし

ているのではないかなと思える１年であったと思って

います。 

２０２３年は役員改選も行われ、私はさらに２年間

日視連の会長として、皆さんの声を国に届けることに

なりました。この１年間、皆さんの活動、あるいは皆

さんの日常生活の中で、日視連の会長としての私の存

在感が、十分に意味のあるものになるよう肝
きも

に銘じて

おきたいと思います。 

次に今年１年、私が力を入れたいことを３つ、お話
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ししたいと思います。 

１つ目は、あはきの問題に力を入れることです。あ

はきの社会に若い人たちが魅力を感じなくなっている

と言われています。日視連としても、盲学校を卒業し

た若い人たちの力になれないかという思いを持ってい

ます。そこで、日視連は、あはきを中心とした就労移

行支援事業所を立ち上げ、２０２５年の開設を目指し

ています。この事業所では、卒後研修を実現し、新し

い職場開拓に結びつくような活動を展開していきたい

と思っています。 

また、あはき教育が危機的
き き て き

な状態です。盲学校に生

徒 が い な く な っ て き て い ま す 。 特 に 理 療 科 が５ 年、 

１０年も持たないのではないかという状況です。その

よ う な 中 で 、 あ は き の 将 来 を 維 持 す る た め に、 そし

て、視覚障害者の職業の中心にこれからも、あはきが

位置づけられるような環境を維持するためにも、理療

科教育のあり方を十分に関係者と検討し提言していき

たいと思っています。 

２つ目は、我々の安全というものを引き続き皆さん

と 考 え て い き た い と 思 っ て い ま す 。 東 京 都 を中 心に 

3



4 
 

 

令和６年 １月２５日            愛 盲 時 報             第２８１号 

4 
 

ホームドアの設置がほぼ終わりに近づいてきている感

覚がありますが、全国的にはホームドアの設置が進ん

でいないのが現状です。ホームドアの設置を地方にど

う広げるかが、２０２４年の大きな目標になると思い

ま す 。 無 人 化 さ れ た 駅 で の 安 全 や 駅 の バ リ アフ リー

化、あるいは踏切やホームでの安全なども含めて、鉄

道利用外出時の安全をこれから１年間、皆さんととも

に考えていきたいと思っています。 

最後、３つ目は、マイナ保険証（マイナンバーカー

ドの保険証利用）についてです。マイナ保険証が本格

的 に 医 療 機 関 で 使 わ れ る よ う に な っ た 時 に は、 私た

ち、視覚障害者が使えなくなるようなことがないよう

にしていかなければなりません。そのためにも、我々

にとっても使いやすい、マイナ保険証のアクセシビリ

ティ向上を実現させたいと思っています。 
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謹んで新春のお喜びを申し上げま

す。このご挨拶がお手元に届くこ

ろには、すっかりと正月気分が抜

けたころと思いますが、令和６年

に向け気持ちも新たに進めてまい

りたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

さて、昨年５月には新型コロナも５類に引き下げら

れ、対面による活動が少しずつではありますが、以前

に戻り始めたことは、各団体にとりましては大きな一

歩と思います。一方、コロナ禍でオンラインという新

たな手法が急速に広がり、移動に伴う不安や移動時間

の短縮等、会議や研修会の開催においては恩恵ももた

らしましたことも事実であります。と同時に、ＩＣＴ

の発達による活動や利便性が広がった反面取り残され

た人もいます。その方々をどのようにサポートしてい

くかが課題となりますので、各団体の今後に期待し、

年頭のご挨拶 

副会長 橋井正喜
は し い ま さ き

 

【写真】橋井正喜 副会長 

5



6 
 

 

令和６年 １月２５日 愛 盲 時 報 第２８１号 

6 

お互いに情報交換をしながら進めていきたいと思いま

す。 

また、自治体との対話においては、バリアフリーの

推進、建物や道路等の改修、改築にあたっての意見交

換、日常生活用具の拡大、代筆・代読、重度障害者等

就労支援事業、読書バリアフリー計画の実施等自治体

間で格差のない安心、安全な日常生活、社会生活が送

られるよう頑張ってまいりたいと思います。 

最後に、この１年が皆様にとって悔いのない年であ

ることを願いつつご挨拶とさせていただきます。 

謹んで新年のご挨拶を申し上げま

す。加盟団体の皆様におかれまし

ては、令和６年の初春をお健やか

にお迎えのこととお慶び申し上げ

ます。旧年中は、公私共に大変お

世話になりました。 

年頭のご挨拶 

副会長 片岡
かたおか

美佐子
み さ こ

 

【写真】片岡美佐子 副会長 
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本年も昨年同様、ご指導ご鞭撻を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

さて、昨年５月には、新型コロナも５類に移行し、

皆様方におかれましても、組織活動も少しずつ活発化

し、ご多忙の中ご活躍のことと推察いたします。 

約３年間、コロナ禍により視覚障害者にとって、物

に触れて確認することや人との接触が十分にできなか

ったことで、不自由な生活を強いられています。この

影響に加えて、デジタル化が進み、セルフレジやタッ

チパネルでの注文等が主流になり、視覚障害者が、今

まで対面でできていたことができなくなってしまいま

した。障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーシ

ョン施策推進法の施行に伴い、視覚障害者にとって音

声対応等使いやすい機器の開発や人的サポート、その

ための指導者の養成が望まれます。 

視覚障害者が適職としてきたあん摩はりきゅう業で

は、誤ったあはき法解釈から際限もなく、無資格違法

類似業者が増え続け、法治国家といいがたい現状とな

っています。このような事態を早急に排除し、働くこ

との喜びを実感できる道を切り開いていくことが最大
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の課題となっています。 

今年４月からは、民間へ対しても合理的配慮が義務

づけられます。 

一般就労においては、視覚障害者に対応できるジョ

ブコーチの育成やヒューマンアシスタント制度の理解

と充実、利用範囲の拡大が必須となります。 

一方、中途失明者に対しては、職場復帰や職業訓練

も求められています。自営、雇用を問わず、重度障害

者等就労支援特別事業を更に利用しやすい制度にする

ために、各団体から自治体への働きかけも必要と思い

ます。 

今後、眼の見えない見えにくい人が自立を図るため

の障害者相談支援、白杖歩行訓練、日常生活訓練に取

り組むとともに、鉄道や道路移動の安全確保、同行援

護の資質の向上、自然災害時避難体制の強化と個別避

難計画の推進、意思疎通支援やＩＴ社会における情報

格差に対する配慮、補装具支給・日常生活用具給付に

ついての地域間格差の是正、盲導犬に対する理解の啓

発、障害者に対する心の障壁の除去など、どの地域で

生活しても全てのバリアが解消されるよう願っており
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ます。 

これからも、微力ではありますが、できる範囲で竹

下会長の下で、お役にたてるよう支えていければと思

っています。より一層皆様の温かいご支援ご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。 

結びに、戦争のない平和な暮らしができることを願

い、今年が皆様にとって良い年となりますよう、ご健

康とお幸せを心よりお祈りいたします。 

 

 

 

 

謹んで新年のごあいさつを申し

上 げ ま す 。 皆 様 に お か れ ま し て

は 、 コ ロ ナ 禍 も 収 束 し つ つ あ る

今、どのような初春をお迎えでし

ょうか。 

旧年中は、公私共に大変お世話に

なりました。副会長という大役に

とまどうことばかりであっという間に時間が過ぎてい

年頭のご挨拶 

副会長 吉松
よしまつ

政
まさ

春
はる

 

【写真】吉松政春 副会長 
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きました。 

今年の６月には、九州・熊本で日視連全国大会が開

催されます。以前とまったく同じとはいきませんが、

全国の皆様とお会いできる機会だと楽しみにしていま

す。熊本県だけでなく九州各県の団体もこの大会が円

滑に開催できるよう協力していく心づもりです。多く

の皆様の参加をお待ちしています。 

現在、日視連では「あはきと盲学校の将来を考える

懇談会」を定期的に開催しており、私もその会のメン

バーとして参加しています。これまでに４回の集まり

を開催してきました。矢野
や の

忠
ただし

先生（明治国際医療大学

前学長）を座長にこれからの盲学校理療科を魅力ある

ものにしていく方策について協議しています。 

主な論点は以下のようなものが挙げられています。

１．生徒数の減少問題、２．中卒者の国家試験不合格

者 問 題 、 ３ ． 本 科 保 健 理 療 科 ・ 理 療 科 の 近 未来 像、

４．卒後研修と進路開拓の在り方の４点です。 

これらの課題は、わが国におけるあはき業のこれま

での実績を将来に継承していくためにも早急な対策が

求められるものばかりです。視覚障害者の職業として
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のあはき業の存在は守るべき大きな宝です。そのため

にも、この会の議論は重要なものと考えています。 

こ れ か ら も 、 微 力 で は あ り ま す が 、 竹 下 会 長 の 下

で 、 お 役 に た て る よ う 支 え て い け れ ば と 思 って いま

す。より一層皆様の温かいご支援ご協力をよろしくお

願い申し上げます。  

「視覚障害者ガイドヘルパーの日」 

設立記念式典を開催 

昨 年 １ ２ 月 ３ 日 、

「視覚障害者ガイドヘ

ルパーの日」設立の記

念式典が日本視覚障害

者団体連合（以下、日

視連）および日視連同

行 援 護 事 業 所 等 連 絡 

会（以下、連絡会）の主催により、日本視覚障害者セ

ン タ ー ２ 階 研 修 室 に て 開 催 さ れ ま し た 。 当 日 は

YouTubeによるライブ配信も行われ、全国の視覚障害

当事者および支援者が視聴されました。 

「視覚障害者ガイドヘルパーの日」は、日視連およ

【写真】記念日登録証の授与式の様子 
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び連絡会が視覚障害者の移動を支援する同行援護制度

を広く社会に知らせるとともに、その担い手である視

覚障害者ガイドヘルパーの必要性を周知し、新たなガ

イドヘルパーの養成につなげていくことを目的に記念

日として制定しました。この記念日は、視覚障害者の

社会参加の促進および共生社会の実現という願いを込

めて、同行援護制度が創設された障害者自立支援法の

一部改正が成立した日（２０１０年１２月３日）にち

なんで、１２月３日を記念日としています。 

記念式典は、日視連の三宅
み や け

隆
たかし

常務理事と連絡会の

平井
ひ ら い

敬子
け い こ

運営委員の司会により進行しました。まず、

はじめに主催者挨拶として、日視連の竹下
たけした

義樹
よ し き

会長か

ら移動支援の個別給付化が実現して、同行援護となっ

たことの意義を再認識し、今後の視覚障害者の移動の

更 な る 安 全 ・ 安 心 に つ な げ て い き た い 旨 の 挨拶 があ

り、次いで厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部の

辺見
へ ん み

聡
さとし

部長より来賓挨拶がありました。 

記念講演では、同行援護のガイドヘルパーを養成す

るために用いられている『同行援護従業者養成テキス

ト 』 の 編 集 を 長 く 務 め て こ ら れ た 日 本 盲 導 犬協 会の
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坂本
さかもと

洋一
よういち

評議員による「同行援護の歴史と将来」と題

した講演が行われました。講演では、制度化されて１

０年が経過した同行援護の歴史を振り返るとともに、

今後の進むべき方向性として同行援護事業所の全国ネ

ットワーク化の充実を図り、遠方での同行援護利用を

よ り 円 滑 に す る 必 要 が あ る こ と な ど を 述 べ られ まし

た。また、式典では、同行援護制度の発展に寄与して

きた功績を称え、坂本評議員に対して、主催者から感

謝状の贈呈が行われました。 

その後行われた記念日登録証の授与式では、「視覚

障害者ガイドヘルパーの日」が日本記念日協会に認定

された記念日であることから、同協会の田宮
た み や

智
とも

康
やす

事務

局 長 よ り 記 念 日 登 録 証 の 授 与 が さ れ 、 連 絡 会 の

松永信也
ま つ な が の ぶ や

会長が受け取りました。さらに、全国横断マ

イクリレーでは連絡会の金村
かなむら

厚司
あ つ し

副会長・事務局長の

進行により、同行援護の重要性を共有するとともにガ

イドヘルパーを増やすことを目指して、全国各地の同

行援護の利用者、ガイドヘルパー、事業所担当者の合

計６名が同行援護に対する思いを語りました。 

最後に連絡会の松永会長が、同行援護が視覚障害者
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の外出保障ひいては社会参加の重要な基盤であり、多

くの関係者の協力により実現されていることに感謝し

つつ、更に進展させていきたい旨を述べて記念式典は

閉会となりました。 

なお、記念式典終了後には、メイン会場参加者がＪ

Ｒ高田馬場駅のロータリーに移動し、「視覚障害者ガ

イドヘルパーの日」を周知するため、チラシとポケッ

トティッシュの配布を行う啓発活動を行いました。 

設立記念式典のラ

イブ配信のアーカイ

ブ動画は、次のURL

に て 視 聴 が 可 能 で

す。ぜひ、ご視聴く

ださい。 

 

 

 

設立記念式典のライブ配信URL 

https://youtube.com/live/zv0QUHpSm-M 

 

【写真】街頭での啓発活動の様子 
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「第４５回全国視覚障害者将棋大会」 

日本視覚障害者センターで開催 

昨年、１１月１８日と１９日の２日間にわたり、日

本視覚障害者団体連合主催「第４５回全国視覚障害者

将棋大会」が東京都新宿区の日本視覚障害者センター

を会場に開催され、３５名の参加者による白熱した大

会が展開されるとともに、２日間にわたる大会を通じ

て交流や親睦を図りました。 

本大会には、公益社団法人日本将棋連盟より竹内
たけうち

雄
ゆう

悟
ご

五 段 が 審 判 長 の 任 に 就 か れ 、 ま た 、 富 士 通 株式 会

社、東京アマチュア将棋連盟等のボランティアの方々

が審判員を務められました。 

日 本 視 覚 障 害 者 団 体

連 合 の 竹下
たけした

義樹
よ し き

会 長

は、こうして毎年全国

視覚障害者将棋大会を

開催できるのは、公益

社団法人日本将棋連盟

を始めとする各関係各

位のご支援とご協力のお 
【写真】参加者との会話を楽しむ 

竹内雄悟 五段（右手前） 
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かげであることの感謝を述べるとともに、今後この大

会の伝統を大切にしつつ、将棋を指す人の裾野を広げ

ていきたいと挨拶しました。 

２日目は、竹内審判長による指導対局が行われ、順

番待ちが出るほどの活況を呈しました。最後に竹内審

判長は講評の中で、「いずれの対局も棋力
きりょく

が相当高い

レベルであり、驚くとともに、参加者が楽しそうに将

棋を指すことに感銘を受けました。また視覚に障害の

ある人達が将棋を指すことがあまり、知られていない

ので、自分もアピールしていきたい。そして、視覚障

害者用の将棋盤・駒がもっと身近なものになるように

考えていきたい」と評しました。 

各級の入賞者は次の通り。 

第４５回全国視覚障害者将棋大会 入賞者 

 

S級  優勝  池田
い け だ

 稜
りょう

さん（岐阜県） 

A級  優勝  小林
こばやし

 剛
つよし

さん（長崎県） 

    第2位  関口
せきぐち

 透
とおる

さん（千葉県） 

    第3位  武 林
たけばやし

 史朗
ふみあき

さん（青森県） 
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B級  優勝  和田
わ だ

 勉
べん

さん（千葉県） 

    第2位  中山
なかやま

 文夫
ふ み お

さん（東京都） 

    第3位  諏訪
す わ

 智廣
ともひろ

さん（東京都） 

C級  優勝  吉 泉
よしいずみ

 豊
とよ

晴
はる

さん（東京都） 

 

「第４９回全国視覚障害者文芸大会」 

入選者が決まる！！ 

昨年１１月６日、日視連主催による「第４９回全国

視覚障害者文芸大会」の入選者が発表されました。今

回は全国から俳句５８名１７３句、短歌５２名１５４

首、川柳６５名１９１句、随想・随筆１１名１１編の

作品が寄せられました。全部門あわせて１８６名の応

募がありました。 

【写真】各級の入賞者と竹内五段（中央） 

17



18 
 

 

令和６年 １月２５日            愛 盲 時 報             第２８１号 

18 
 

各部門の入賞者は次の通り。 

第４９回全国視覚障害者文芸大会入賞者 

 

俳句の部   第1位 丸山
まるやま

朱
あけ

美
み

さん（山口県） 

第2位 森下
もりした

照彦
てるひこ

さん（広島県） 

第3位 小川
お が わ

幹雄
み き お

さん（島根県） 

短歌の部   第1位 竹内
たけうち

昌彦
まさひこ

さん（岡山県） 

第2位 小林
こばやし

修
おさむ

さん（千葉県） 

第3位 埜
の

村
むら

和美
か ず み

さん（山梨県） 

川柳の部    第1位 五十嵐
い が ら し

静子
し ず こ

さん（埼玉県） 

第2位 千田
ち だ

米子
よ ね こ

さん（岩手県） 

第3位 藤岡
ふじおか

健次
け ん じ

さん（愛媛県） 

随想・随筆の部 第1位 藤田
ふ じ た

芳雄
よ し お

さん（新潟県） 

第2位 石井
い し い

史子
ふ み こ

さん（神奈川県） 

第3位 横山
よこやま

博一
ひろかず

さん（福井県） 
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被災された視覚障害のある方々への 

ご支援のお願い 

令和6年1月1日に発生した石川県能登半島地震によ

り、犠牲となられた方々におくやみを申し上げるとと

もに、被災されたすべての方々にお見舞い申し上げま

す。 

この度、被害に遭われた視覚障害者の支援を日本盲

人福祉委員会において行うこととなりました。本連合

としても、この活動に全面的に協力することにいたし

ました。つきましては、皆さまの温かいご支援をよろ

しくお願いいたします。お預かりした義援金は、救援

物資やお見舞金のお届けなどに活用させていただきま

す。 

--------------義援金の募集について-------------- 

（１）期間：令和６年１月４日～６月３０日 

（２）義援金受付口座 

※郵便振込/振込手数料は送金者のご負担になります 

①ゆうちょ銀行 

郵便振替口座：００１００－８－７２９００４ 

口座名：被災視覚障害者義援金 

ヒサイシカクショウガイシャギエンキン 

②その他の金融機関から振り込む場合の受取口座 

店名：〇一九(ゼロイチキュウ)店  店番(０１９) 

預金種目：当座 

口座番号：０７２９００４ 
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◆◆ご寄付のお願いについて◆◆ 

 日本視覚障害者団体連合は視覚障害者自身の手で、

＜自立と社会参加＞を実現しようと組織された視覚障

害者の全国組織です。 

 1948年（昭和23年）に全国の視覚障害者団体（現

在は、都道府県・政令指定都市60団体が加盟）で結成

され、国や地方自治体の視覚障害者政策の立案・決定

に際し、当事者のニーズを反映させるため、陳情や要

求運動を行っています。 

活動内容は多岐にわたりますが、そのために必要な

経費の確保は、厳しい財政の中困難を極めています。 

視覚障害者福祉の向上を目指し、組織的な活動を維

持していくため、皆様からの特段のご厚志を賜ります

よう、何とぞ宜しくお願い申し上げます。 

■ゆうちょ銀行 

 記号番号 ００１６０－５－５３６１０４ 

 加入者名 社会福祉法人  日本視覚障害者団体連合 

■みずほ銀行 
 店名 高田馬場支店 

 預金種目 普通  口座番号 ２８６８１０１ 

 カナ氏名（受取人名） 

フク）ニホンシカクショウガイシャダンタイレンゴウ 

※領収証が必要な方、本連合が振り込み手数料を負担する専用の振込用紙をご

希望の方は、日本視覚障害者団体連合までご連絡ください。 

（電話：03－3200－0011）

20




